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注)

1) サービス率の切り換え費用の計算に必要である.

2) pij(k) , ri(k) ﾌJ' n に依存する非定常な場合にも適

用できる.

3) O(M) は M→∞のとき M と同位の無限大を表わ

す.

4) 理論的には O川[2.81)のアルゴリズムがあるが，実

用的ではない[ 1 ]. 

5) O(M) は M→∞のとき M の低位の無限大を表わ

す.

6) 1 は単位行列を表わす.

7) Pijn(fn)は p(fn)旬の t 行 j 列要素を表わす.

特集に当って 大野勝久

「確率システム? 知らないナァ J とページ

をめくり「ウーン」と頭をかかえられた読者も

おありかと思いますが，現実に解決をせまられ

ている問題の多くは，多かれ少なかれはっきり

しない不確定部分を含んでおります.このよう

な問題を状態あるいは決定変数を用い，不確定

部分を確率として定式化したものが確率システ

ムです(少々オーパーないし、かたかも知れませ

んし，また定式化されたからといって現在の理

論，計算機で必ず解けるわけでもありませんが

・・).自動制御の分野では， r確率システム・

シンポジウム J (日本自動制御協会主催)が毎

秋，専門の異なった参加者が集まって聞かれて

おり，昨秋で 13固と回を重ねております.そこ

で，このシンポジウムをはじめられた砂原先生

に，その理論的側面を概説していただき， 中

おおのかつひさ京都大学

溝，片山両先生にメイン・テーマである安定性

と推定をお願し、いたしました.

一方， ORをながめてみますと，待ち行列，

信頼性，在庫管理等確率システムとよぶことの

できる各々永い歴史をもった分野があります.

研究の進展につれ，専門化，細分化するのは学

問の常ですが，現在では相互の交流，批判もな

く孤立化しているようにみうけられます.そこ

でこれら分野で横断的に用いられている(セミ

・マルコフ過程をとりあげ，高橋先生に「マル

コフ分析」をお願いし、たしました.

なお，同様な趣旨でOR学会関西支部に「応

用確率論研究部会J (主査，西田俊夫先生)が設

けられ，今春から活動しております.ぜひご参

加くださし、.

おわりに，ご多忙のところをご執筆いただい

た上記諸先生に厚くお礼申しあげます.
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